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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策及び日銀の金融緩和策の影響により円安・株

高が進行し、輸出の増加や国内景気の回復傾向などの明るさも見え始めております。しかしながら、消費税増税

を控えての個人消費低迷の懸念や、不安定な海外経済の動向といった景気下振れリスクも存在し、依然として先

行きは不透明な状況となっております。 

印刷業界におきましても、ペーパーレス化に伴う需要の減少が加速する中、同業者間の受注競争の激化による

単価の低迷や、原材料の更なる値上げの実施など、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような環境下にあって当社は、前事業年度に引き続き「人材育成の年」を会社方針としました。印刷業界

を取り巻く環境が著しく変化していく中、常に変化・変革し、何事にも積極的にチャレンジすることができる人

材、そして新たなチャンスを活かすことができる人材を育てていくこと、それこそが経営基盤の強化や企業の成

長につながるものと考えております。 

売上の部門別では、一般商業印刷物は、カタログやダイレクトメールなどが前第３四半期累計期間を上回り81

億38百万円（前年同期比2.6％増）、包装印刷物はパッケージなどが前第３四半期累計期間を上回り16億25百万

円（同1.3％増）、出版印刷物は取扱説明書などが前第３四半期累計期間を下回り12億23百万円（同0.3％減）と

なりました。 

以上の結果、売上高は109億86百万円（前年同期比2.1％増）、営業損失は19百万円（前年同期は営業損失68百

万円）、経常利益は78百万円（前年同期比332.9％増）、四半期純利益は42百万円（前年同期は四半期純損失14

百万円）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末と比べて４億４百万円増加し、62億57百万円と

なりました。これは、現金及び預金が２億41百万円、受取手形及び売掛金が１億21百万円それぞれ増加したこ

と等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当第３四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末と比べて89百万円減少し、115億53百万円とな

りました。これは、機械及び装置が１億２百万円、投資有価証券が１億61百万円それぞれ増加しましたが、前

事業年度末において計上した建設仮勘定２億34百万円が振替えられたことや、繰延税金資産が１億１百万円減

少したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末と比べて２億11百万円減少し、46億74百万円と

なりました。これは、支払手形及び買掛金が２億38百万円増加しましたが、短期借入金が２億円、賞与引当金

が１億12百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当第３四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末と比べて４億４百万円増加し、27億51百万円と

なりました。これは、長期借入金が３億44百万円、退職給付引当金が87百万円それぞれ増加したこと等が主な

要因であります。 

（純 資 産） 

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比べて１億21百万円増加し、103億84百万円と

なりました。これは、利益剰余金が60百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が１億82百万円増加

したことが要因であります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は16億75百万円とな

り、前事業年度末と比較して４億58百万円の増加となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において営業活動により増加した資金は、５億63百万円（前年同期は５億69百万円の

増加）となりました。これは主に原材料の仕入・外注費の支出で54億39百万円、人件費の支出で37億76百万円

それぞれ減少したものの、営業収入で114億３百万円増加したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において投資活動により減少した資金は、３億72百万円（前年同期は６億26百万円の

減少）となりました。これは主に投資有価証券の売却及び償還による収入で２億69百万円増加したものの、有

形固定資産の取得による支出で５億59百万円、投資有価証券の取得による支出で１億８百万円それぞれ減少し

たこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において財務活動により増加した資金は、46百万円（前年同期は１億24百万円の減
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少）となりました。これは主に短期借入金の返済による支出で11億円、配当金の支払額で96百万円それぞれ減

少したものの、短期借入れによる収入で９億円、長期借入れによる収入で４億50百万円それぞれ増加したこと

等によるものであります。 

 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年３月期の通期の業績予想につきましては、前回公表（平成25年11月５日付）いたしました業績予想に

変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(4) 四半期財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 
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